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産総研・早⼤⽣体シ
ステムビッグデータ解析
オープンイノベーションラ
ボラトリ（早⼤ OIL、
ラボ⻑︓⽵⼭春⼦・
早稲⽥⼤学教授）で
は、⽣命科学分野に

おいて爆発的に増加している DNA、RNA、タンパク質、低
分⼦化合物といった多階層のビッグデータから、健康や環境
といった社会課題の解決に役⽴つ新たな知⾒を⾒出すことを
⽬的に、2016 年の設⽴より２期 8 年８ヶ⽉に渡り、研究
活動を推進してきました。 

2021 年 7 ⽉から始まった第２期においては、「網羅的⽣
体分⼦情報からの疾病ターゲット因⼦探索（課題１）」 と 
「新規の機能性物質・有⽤微⽣物の探索（課題２）」 の
2 つの研究課題を設定し、課題１から 「がん等に関連する
ものを含む難溶性 RNA を 1074 種類同定」 「慢性神経
障害性疼痛に関連するノンコーディング RNA を 1 種同定し
その機序までを解明」 「がん等に関連する⼩胞体ストレスに
より誘導される新規ノンコーディング RNA、TISPL を発⾒」、
課題２から 「微⽣物のゲノムから、新規機能性物質の⽣合
成につながる有⽤遺伝⼦を同定」 「微⽣物叢の制御につ
ながる環境中の新規ファージゲノムの情報を 20,000 個以
上取得」 「難分解性有機物の分解に関わるものを含む海
底微⽣物のゲノム情報を 6,300 個取得」 「植物の成⻑促
進に有⽤な⼟壌細菌を 10 種以上同定」 といった成果を
挙げてきました。 

今後は、これまでの成果を⽣み出してきた情報解析技術
（Raptgen、RIblast、難溶性 RNA 情報解析ツールなど）
を 「RNA 解析プラットフォーム」 として活⽤し、創薬標的の
選択から薬の創出までを⽀援していきたいと考えています。

特に、メンバーの浜⽥道昭・早⼤教授が産総研招聘研究
員として応募・採択された NEDO PJ 「量⼦・AI次世代創
薬」 を継続して推進し、企業を巻き込みアプタマー創薬⽀
援技術としての実装を⽬指します。⼀⽅、更に⾼度化したシ
ングルセル技術を引き続き新たな微⽣物・遺伝⼦資源の探
索に活⽤しつつ、これまで取得した環境中の微⽣物やファー
ジの機能を利⽤した、植物や養殖⿂介類に対する病原菌
の制御、ヒトやペット・家畜の腸内環境（微⽣物叢）の改
善、微⽣物の機能改変、植物⽣育促進に資する新規微⽣
物資材、等の技術開発を進め、バイオものづくりに利活⽤し
ていく予定です。そのためには、企業との共同研究が⽋かせ
ないと考えております。ご興味がおありでしたら、是⾮お声がけ
ください。今後の展開にどうぞご期待・ご⽀援ください︕ 

・早⼤ OIL の設⽴時から参画し、第１期はゲノムインフォマ
ティクスやシングルセルといった先端の技術を学び、実践でき
ることにわくわくし、第２期の後半は副ラボ⻑としてラボ運営に
関わることで貴重な経験を得ることができました。ラボとしては
⼀旦終了しますが、早⼤との連携や、OIL で⽣まれた研究
の進化は今後も続いていきます。歴代メンバーの活躍を祈る
とともに、産総研・早⼤双⽅の関係者の皆様に⼼より感謝
いたします。（安佛） 

・第 2 期後半に副ラボ⻑として着任しました (2023 年度~)。
私⼤キャンパス内に設置された産総研 OIL ということで新鮮
な経験でした。前年度は応⽤寄りの経産省⽣物化学産業
課に出向していたので、基礎寄りということではなおさらでした。
OIL 主務職員と早⼤学⽣ RA 約 15 名が毎⽉早⼤ OIL
に集まり研究の話をする場を設け、フランクな交流ができ有
意義でした。個々の研究者の突き詰めた興味ドリブンな研
究と社会で必要とされる研究・技術開発をどう両⽴するかを
思索する場⾯も多かったですが、今後も OIL での経験を活
かし研究を進めていきたいと思います。（鴫）  
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2016 年の春のある⽇に産総研関⻄センターの構内を歩

いていると副本部⻑の X さんにバッタリ出会いました。「阪⼤
キャンパス内に⼤学連携とオープンイノベーションの研究拠点
をつくる事になったから、よろしく頼むよ」 と⾔われ、「私のでき
る事なら何でも協⼒します︕」 と元気よく返したのを覚えてい
ます。これがきっかけで OIL という魅⼒的な研究事業に携わ
る事ができたので、⼈⽣判らないものです。今、振り返ると 
「良い機会を頂いた」 と⾃信をもって⾔えます。 

あれよあれよという間に阪⼤ OIL メンバーにアサインされ、
約⼀年の設⽴準備期間を経て、2017 年 1 ⽉から先端フォ
トニクス・バイオセンシングオープンイノベーションラボラトリ（阪
⼤ OIL）がスタートする事となりました。OIL は、経済産業
省の進める 「オープンイノベーションアリーナ構想」 の⼀環とし
て、産総研/⼤学の技術を産業界に橋渡しすることを⽬的と
して、⼤学キャンパス内に特別に設置されたラボ（研究ユニ
ット）です。阪⼤以外では、６⼤学に設置されています。 

阪⼤ OIL では、⼤阪⼤学⼯学研究科の⺠⾕栄⼀教授
にクロスアポイントメント制度を利⽤して 「ラボ⻑」 に就任を
頂きました。他の多くの OIL が、⼤学のシーズを応⽤につな
げる「⽬的基礎研究」 を指向する中、阪⼤ OIL は、⺠⾕ラ
ボ⻑の強⼒な指導の下、より社会実装を⽬指した研究⽅
針を打ち出しました。開始当時は、予算規模と⽐較して、論
⽂数が少ない事が問題視されましたが、徐々に論⽂数も伸
び、第⼀期の設置期間が終了する 2022 年 1 ⽉の時点で
は、多くの知財・製品化事例に加えて、スタートアップ創業が
視野に⼊った事で、⾼い評価につながりました。 

今振り返ると、私が OIL に所属した事で得られた事、学べ
た事が多数あった事に気づきます。第⼀に、アンダーワンルー
フ（⼀つ屋根の下）の研究です。OIL に参画頂いた３名の
⼤学の先⽣だけでなく、医学部の先⽣を含む様々な先⽣⽅
に簡単にアクセスでき、フェースツーフェースの議論をすすめる
事ができます。阪⼤医学部の先⽣は、（あくまで個⼈的な
感想ですが・・・）気取らない商⼈肌の⽅が多いので、「もう
かりまっか」 の精神で医⼯連携ができたように思います。「い
やいや別に通常の共同研究でも同じことができるでしょ︖」 と
思う⽅も多いでしょう。私も最初はそのように思っていましたが、
実際には 「キャンパス内に勤務する事⾃体」 が重要なのです。
しょっちゅう顔を合わせる中で関係が構築され、⼤学の先⽣
⽅と⾮常に気楽に 「しょーもない話」 ができるようになります。
「しょーもない話」 が様々なアイディアに繋がっていきます。唯
⼀、残念だったのがコロナ禍で、これがフェースツーフェースを
妨げ、OIL らしさを⼤きく阻害しました。 

第⼆は、⼤学組織の関係者との交流から得られる経験で
す。⼤学キャンパス内に産総研が設置されている訳ですので、
⼤学内の様々な関係者を通して、⼤学組織の内部/運営
構造を詳しく知る事ができました。特に産総研が注⼒する社
会実装やイノベーションに対して、組織がどのように取り組む
べきか、阪⼤の最新の試みも知る事ができ、また産総研の試
みと⽐較できる事は⼤きな収穫です。 

第三は教育です。産総研に所属していると教育者として
の機会は⼗分ではありません。キャンパス内にラボがある事で、
ゲスト講師の機会、リサーチアシスタント（RA）学⽣との議
論の機会が多く得られました。これは⾃分⾃⾝にとっても強
制的な知識との邂逅の機会となるため、研究者としてのレベ
ルアップに⾮常に有益だと感じます。外国籍の RA との議論
は英語で毎週⾏っていましたから、英語⼒はかなり UP したと
思います。 

今後、阪⼤ OIL メンバーは、主に部⾨に帰任し、成果の
社会実装を本格化させる事になりますので、引続きご⽀援を
賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。８年間は⼤変で
したが、OIL に集まったメンバーとの良い出会いがあり、研究
⼈⽣の１ページとして素晴らしい経験だった。という⾔葉で最
後締めくくりたいと思います。 

阪⼤OIL終了⽬前にして思うこと  
先端フォトニクス・バイオセンシングオープンイノベーションラボラトリ  

副ラボ⻑  藤⽥ 聡史 
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はじめに 

2023 年 4 ⽉から 2 年間、⽇本医療研究開発機構
AMED の医療機器・ヘルスケア事業部に出向しました。今
回は医薬品医療機器総合機構と経済産業省医療・福祉
機器産業室を経て 3 回⽬の出向となります。その経験から
個⼈的な⾒解を交えて、AMED の紹介をしつつ、産総研と
AMED のあり⽅について意⾒を述べたいと思います。 

⽇本医療研究開発機構（AMED） 

AMED は国内の医療分野の研究開発を担う公的資⾦
配分機関です。より学術的な研究を⽀援する⽇本学術振
興会（JSPS）や科学技術振興機構（JST）と⽐較する
と、社会実装や実⽤化を強く志向しており、その点で国⽴研
究開発法⼈新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）に近いミッションを持っています。AMED の組織
は医薬品や医療機器、再⽣医療等製品といった医療のモダ
リティで 6 つのプロジェクト（≒事業部）に⼤別されつつ、共
通的な疾患・シーズについては事業ごとに連携を取る形とな
っています。そのなかで医療機器・ヘルスケア事業部は薬機
法上で規定される医療機器を対象とした医療機器研究開
発課とヘルスケアに関する⾮医療機器のヘルスケア研究開
発課に分かれています。その中で私は医療機器・ヘルスケア
事業部 医療機器研究開発課に所属していましたので、当
課とその事業について紹介したいと思います。 

医療機器・ヘルスケア事業部 医療機器研究開発課の事業 

当課内は担当する事業の所管省庁毎にチームを組んで
いて、各事業が各省庁の施策に則して運営することを重視

しています。⼀⽅でこの省庁ごとのチーム分けはあまり外向き
には⾒えないようになっていて、各事業は対象となる開発フェ
ーズによって⼤別されています。 

医療機器の開発フェーズは基礎研究と応⽤研究（製品
開発）、⾮臨床研究、臨床研究に⼤別されます。各フェー
ズを別ける明確な基準を設定することは難しいですが、基礎
研究終了時には要求仕様決定、応⽤研究終了時には最
終仕様決定が⽬安となっています。また基礎研究段階で、
社会実装の⾒通しが求められており、実施体制（医療機
関や実施企業）の構築や、薬事申請上及びビジネス上の
隘路（市場性、保険収載の該否や加点の有無等の収益
性等）の洗い出しが求められます。このような洗い出しは、ア
カデミア⽬線では応⽤研究の後期に⾏うものと認識されがち
と思います。しかし、開発後期になって隘路が⾒つかって⼿戻
りが発⽣した場合に、医療機器の開発期間が⻑いだけに取
り返しのつかない損失となる場合が多いです。そのような状況
を避けるために早期での対応が求められています。 

AMED における産業技術総合研究所のあり⽅ 

医療機器研究開発課で扱った産総研の研究開発課題
はあまり多くないです。その理由として基礎研究や応⽤研究
段階で、実施体制の構築が難しいことがありますが、同じ状
況にある多くの⼤学では⼤学発ベンチャーによって解決してい
ます。産総研でも出⼝戦略を明確にした研究に取り組むとと
もに、ベンチャー起業のための⼈材育成や起業⽀援などが必
要であると考えます。 

研究課題の⽬利きはプログラムスーパーバイザー(PS)やプ
ログラムオフィサー(PO)、評価委員によってなされており、ひと
つのコミュニティを形成しています。このコミュニティでは、応募
者からは⾒ることができない多くの研究課題を⾒ることができ
て、また採択後の経過や問題点が共有され議論されていま
す。事業趣旨への適合や採否の相場観を得るためには、こ
のコミュニティのなかに産総研の指導的⽴場の研究者が⼊っ
ていくことが必要であると考えます。 

出向の体験を産総研の研究に役⽴てていきたいと思います
ので、ご相談があればお寄せいただけると幸いです。  

⽇本医療研究開発機構（AMED） 
出向体験（主に医療機器分野について）  

⽇本医療研究開発機構(AMED)  ⼩関 義彦 
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NEDO バイオ・
材料部に出向中
の⽮追 と申 し ま
す。産総研の若い
研究者には、今
後の出向について
漠然とした不安が
あるかと思います。
本稿では、産総
研⼊所からの出
向⽣活について紹
介します。今後の
出向を控えた⽅々に少しでも参考になれば幸いです。 

2001 年に産総研に⼊所し、セルラーゼやヘミセルラーゼ
の研究を始めました。当時の採⽤は５年任期付きで、
2006 年から無事パーマネント採⽤に決まるや否や、1 年後
の 2007 年 4 ⽉から、経済産業省⽣物化学産業課に 1
年間の出向となりました。当初はカルタヘナ法担当で、それほ
ど仕事量は多くなく、平穏な1年を過ごせるものとホっとしてい
ました。GW までは・・・。当時 「⾮可⾷バイオマスからのバイ
オエタノール⽣産」 のブームが巻き起こっており、重要なテーマ
の⼀つが 「バイオマス糖化酵素（セルラーゼ）」 でした。私
の専⾨領域だった関係で、GW後にバイオエタノール PJの主
担当になり、終電やタクシー帰宅もあたりまえの、「ザ・霞ヶ関」 
⽣活になりました。紆余曲折もありながら PJ は無事に予算
化され、NEDO での公募準備まで担当として携わりました。 
2008 年 4 ⽉産総研に帰任し、NEDO プロとして⽴ち上が
った糖化酵素 PJ に主要メンバーとして研究に従事しました。
その後の後継 PJ を含めて合計9年間研究を実施して、得

られた成果を活かして現在は花王（株）が「糖化酵素 
CRESCENTIS™」として事業化を進めています。 

2度⽬の出向は、2020 年 5⽉からの本部組織（イノベ
ーション推進本部）です。 キャリアパス典型例の１つが、「2
度⽬出向→ユニット幹部」 というものでしたので、今後は⾃
分も、と想像していました。2021年の春までは・・・。とある春
の⽇、領域から 「NEDO から、グリーンイノベーション（GI）
基⾦のプロジェクトマネージャー（PM）として出向を指名さ
れている」 と伝えられ、同年 9⽉から NEDO 出向となり、GI
基⾦の PM として CO2 を直接原料としたバイオものづくり PJ
を推進しています。2030 年度まで総額約 1800億円という
巨⼤な PJ で、様々な苦労もありますが、周りのメンバーに助
けられながら出向⽣活を送っています。また GI 基⾦以外に
も、様々なバイオ関連 PJ を横断的に⾒ており、⽇本のバイ
オが世界に負けないよう、微⼒ながら尽⼒しています。 

皆さん、出向はネガティブな印象だと思います。若い時代
の１年の研究ブランクは⼩さくなく、出向中の業務はストレス
も多いでしょう。ただ、研究者⼈⽣だけでは決して得る事の
出来ない貴重な経験を積めるのも確かです。私⾃⾝、出向
経験が後の研究者⼈⽣に⼤きな影響を及ぼしました。皆さ
んも、出向にはポジティブ⾯もあると思って受け⽌めていただ
ければと思います。出向経験をプラスにできるかどうかは、ご本
⼈次第なのですから。 
 

・メタン⽣成アーキアに寄⽣するバクテリア －未知バクテリア
の巨⼤系統群「CPR」に属する超微⼩バクテリアの培養に成
功－ 

 ２⽉１１⽇（⽣物プロセス研究部⾨） 

 

出向体験談  
 国⽴研究開発法⼈新エネルギー・ 

産業技術総合開発機構（NEDO） ⽮追 克郎 
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